
先
輩
、
後
輩
の
別
は
き
ち
ん
と
し
て
い
ま
し
た
。

上
海
乗
船
は
、
昭
和
二
十
一
年
六
月
十
三
日
で
、
そ
の
日
の

う
ち
に
出
帆
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
九
州
、
長
崎
県
の
佐
世
保

着
、
検
便
を
半
分
く
ら
い
の
人
に
し
た
が
、
こ
の
部
隊
は
患
者

な
し
で
大
丈
夫
と
な
り
、
途
中
で
止
め
下
船
し
ま
し
た
。
引
揚

げ
の
在
留
邦
人
は
婦
人
、
子
供
が
い
た
の
で
検
査
を
続
け
て
い

ま
し
た
。

部
隊
は
復
員
、
解
散
と
な
り
、
臨
時
の
復
員
列
車
で
、
福
島

の
郡
山
駅
に
着
い
た
の
は
夜
で
し
た
。
お
陰
で
家
も
家
族
も
大

丈
夫
、
生
還
を
喜
び
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
私
よ
り
後

に
出
征
し
た
兄
は
、
昭
和
十
八
年
中
支
湖
南
省
で
戦
死
を
し
て

い
ま
し
た
。

私
の
部
隊
は
支
那
派
遣
軍
の
戦
闘
専
門
の
第
一
線
部
隊
の
こ

と
と
て
、
沢
山
の
戦
没
者
を
出
し
て
い
ま
す
。
特
に
我
々
の
年

次
の
兵
隊
は
、
大
東
亜
戦
の
主
力
の
兵
隊
で
し
た
か
ら
犠
牲
は

多
い
の
で
す
。
私
は
、
時
々
申
し
ま
し
た
よ
う
に
将
校
や
軍
医

の
伝
令
、
本
部
医
務
室
勤
務
な
ど
の
た
め
幸
運
に
も
、
満
四
年

半
の
軍
務
を
完
う
し
生
還
で
き
ま
し
た
。

第
十
一
軍
直
通
信
隊

湘
桂
作
戦
　
陰
の
戦
歴
　 

広
島
県
　
松
木
正
　 

私
は
大
正
十
三
年
五
月
三
十
日
、
広
島
県
賀
茂
郡
大
和
町
に

生
を
受
け
、
事
情
あ
っ
て
父
母
は
私
が
三
歳
の
と
き
、
協
議
離

婚
し
、
祖
父
母
に
育
て
ら
れ
て
成
長
し
た
姉
と
私
で
し
た
。
家

業
は
農
家
で
、
九
六
ア
ー
ル
の
水
田
と
二
ア
ー
ル
の
畑
で
生
計

は
楽
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
も
貧
し
い
中
で
の
中
学

校
（
旧
制
）
進
学
は
、
祖
父
母
に
相
当
の
負
担
を
か
け
、
遊
ぶ

余
裕
の
な
い
日
々
で
農
業
、
家
事
の
手
伝
い
を
さ
せ
ら
れ
た
も

の
で
す
。

昭
和
十
二
年
、
中
国
と
の
紛
争
に
始
ま
る
戦
争
態
勢
は
急
を

告
げ
、
平
和
な
農
村
に
も
若
者
の
現
役
入
営
、
召
集
令
状
に
よ

る
出
征
兵
士
の
見
送
り
、
ま
た
戦
死
者
の
公
報
と
と
も
に
遺
骨

を
迎
え
る
村
人
の
表
情
を
見
て
子
供
心
に
も
物
悲
し
さ
を
覚
え

て
お
り
ま
し
た
。



一
方
、
私
た
ち
少
年
に
も
戦
意
昂
揚
の
た
め
、
軍
事
教
錬
が

課
せ
ら
れ
、
配
属
将
校
よ
り
陸
海
軍
生
徒
に
応
募
す
る
よ
う
、

機
会
あ
る
ご
と
に
督
励
さ
れ
る
日
が
続
き
ま
し
た
。
戦
時
一
色

の
時
の
流
れ
は
分
別
幼
稚
な
少
年
の
心
を
揺
り
動
か
さ
れ
る
も

の
が
あ
り
、
滅
死
奉
公
の
気
運
は
高
ま
り
、
つ
い
に
祖
父
母
を

口
説
き
、
昭
和
十
五
年
十
二
月
（
十
六
歳
）
神
奈
川
県
高
座
郡

大
野
村
、
陸
軍
通
信
学
校
第
八
期
生
（
少
年
通
信
兵
）
と
し
て

入
校
し
ま
し
た
。
以
後
、
軍
通
信
、
師
団
通
信
、
機
甲
通
信
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
二
カ
年
の
修
業
期
間
後
、
昭
和
十
七
年
十
一
月

十
四
日
（
十
八
歳
）
同
校
卒
業
、
同
日
陸
軍
兵
長
の
階
級
を
与

え
ら
れ
、
支
那
漢
口
に
駐
屯
す
る
電
信
第
十
三
連
隊
に
同
期
生

十
一
名
と
と
も
に
配
属
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
在
校
中
は
月
四

円
の
手
当
が
支
給
さ
れ
、
親
元
よ
り
の
援
助
は
不
用
で
、
休
暇

帰
郷
の
際
に
、
旅
費
の
負
担
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

出
征
ま
で
時
間
の
余
裕
が
あ
り
、
完
全
軍
装
に
身
を
包
み
、

郷
里
に
立
ち
寄
り
、
祖
父
母
と
水
入
ら
ず
の
一
時
を
過
ご
し
ま

し
た
。
当
時
、
祖
父
は
六
十
三
歳
、
祖
母
は
五
十
八
歳
で
、
血

気
旺
盛
な
若
者
も
別
離
の
情
耐
え
難
く
、
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る

思
い
で
し
た
。

十
一
月
十
八
日
早
朝
、
近
隣
の
皆
さ
ん
の
盛
大
な
見
送
り
を

受
け
、
集
結
地
下
関
へ
向
か
う
。
同
日
夕
方
、
下
関
港
に
一
同

打
ち
揃
ろ
っ
て
乗
船
を
待
つ
間
、
い
つ
の
間
に
か
周
囲
に
人
垣

が
で
き
、
だ
れ
が
歌
い
出
す
と
も
な
く
、
始
ま
っ
た
の
が
「
暁

に
祈
る
」
の
歌
で
し
た
。
共
に
大
声
で
歌
い
ま
し
た
。
出
征
す

る
兵
士
も
、

銃
後
の
国
民
も
皆
心
を
一
ツ
に
し
た
時
代
で
し
た
。

感
激
を
胸
に
、
決
意
を
新
た
に
し
て
、
関
釜
連
絡
船
に
乗
り

込
み
大
陸
に
向
か
っ
た
の
で
す
。
釜
山
上
陸
後
は
鉄
道
を
利
用

し
、
満
州
回
り
で
十
一
月
二
十
日
山
海
関
経
由
で
支
那
に
入
り

ま
し
た
。
途
中
車
窓
に
映
る
広
漠
た
る
冬
枯
れ
の
大
平
原
、
あ

る
い
は
点
々
と
あ
る
農
村
風
景
な
ど
、
征
途
に
あ
る
身
な
が
ら

旅
愁
を
感
じ
た
も
の
で
し
た
。
南
京
に
到
着
後
便
船
を
待
ち
、

揚
子
江
を
遡
航
し
漢
口
に
向
か
う
。
そ
の
大
河
の
広
さ
、
ど
こ

ま
で
も
続
く
そ
の
長
さ
、
洋
々
た
る
流
れ
に
千
古
の
歴
史
を
感

じ
、
大
陸
の
広
さ
に
目
を
見
張
る
思
い
で
し
た
。
流
域
に
沿
っ

て
各
所
に
見
え
る
農
村
風
景
は
長
閑
で
、
古
い
塔
の
下
で
草
を

食
む
水
牛
、

ど
こ
で
戦
争
を
し
て
い
る
の
か
疑
う
ほ
ど
で
し
た
。

十
二
月
五
日
、
目
的
地
漢
口
港
着
、
前
も
っ
て
連
絡
し
た
迎

え
の
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
市
の
郊
外
に
あ
る
漢
水
兵
舎
に
到
着
、



電
信
第
十
三
連
隊
第
五
中
隊
長
に
申
告
後
、
各
班
に
配
属
さ
れ

る
。
我
々
は
任
官
す
る
ま
で
は
準
軍
人
の
扱
い
で
、
指
導
を
受

け
る
身
分
で
す
。
指
導
教
官
は
水
野
茂
門
少
尉
（
陸
士
五
十
五

期
、
元
陸
上
幕
僚
長
、
現
参
議
院
議
員
）
で
、
そ
の
取
り
計
ら

い
で
、
同
期
生
の
自
習
の
た
め
別
に
一
室
を
与
え
ら
れ
、
学
習

に
、
実
戦
実
務
に
余
念
の
な
い
毎
日
が
続
き
ま
し
た
。
当
初
の

任
務
は
、
初
年
兵
教
育
、
幹
部
候
補
生
教
育
に
携
わ
る
、
何
分

に
も
短
期
教
育
で
す
。
重
点
的
に
「
気
力
、
体
力
の
充
実
」
で
、

実
戦
に
出
て
直
ち
に
役
立
つ
通
信
兵
の
育
成
が
主
眼
で
し
た
。

日
が
経
つ
に
従
い
教
育
内
容
を
理
解
し
、
行
動
に
機
敏
と
な

り
、
兵
隊
ら
し
く
な
っ
て
く
る
の
が
嬉
し
か
っ
た
も
の
で
す
。

初
年
兵
は
駐
屯
地
で
も
作
戦
行
動
中
で
も
雑
用
が
多
く
、
体
力

気
力
回
復
の
た
め
、
時
折
楽
な
別
用
を
申
し
付
け
、
気
分
転
換

を
図
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
教
育
後
期
中
、
作
戦
要
員
と
し
て
前

線
に
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

作
戦
要
員
と
し
て
、
第
四
〇
師
団
（
鯨
）
に
配
属
の
軍
無
線

小
隊
の
一
員
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
小
隊
長

は
伊
藤
少
尉
、
分
隊
長
は
岸
本
軍
曹
で
し
た
。
こ
の
江
北
作
戦

が
私
の
初
陣
で
あ
っ
た
の
で
す
。
今
ま
で
銃
弾
音
を
聞
い
た
の

は
学
校
で
の
射
撃
訓
練
の
時
だ
け
で
し
た
。
行
軍
を
開
始
し
て

何
日
目
か
、
ピ
ュ
ー
ピ
ュ
ー
の
弾
音
に
思
わ
ず
首
が
竦
む
。
後

か
ら
続
い
て
い
た
都
田
上
等
兵
か
ら
、
笑
い
な
が
ら
「
あ
の
音

は
大
丈
夫
だ
、
気
を
付
け
る
音
は
プ
シ
ュ
、
プ
シ
ュ
の
至
近
弾

で
す
よ
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
矢
張
ピ
ュ
ン
、
ピ
ュ
ン
は

気
に
な
り
、
馴
れ
る
ま
で
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

こ
の
作
戦
は
山
岳
戦
で
、
峰
あ
り
谷
あ
り
で
体
力
の
消
耗
が

激
し
く
、
厳
し
い
行
軍
の
連
続
で
し
た
が
、
若
い
故
か
体
力
に

は
自
信
が
あ
り
、
通
信
機
扱
い
に
も
馴
れ
て
い
る
の
で
苦
に
は

な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
虱
に
は
閉
口
し
ま
し
た
。
下
着
の

縫
い
目
の
至
る
所
に
、
列
を
つ
く
っ
て
卵
を
産
み
付
け
、
白
い

奴
が
隠
れ
て
い
る
、
暇
な
時
に
は
虱
退
治
に
取
り
掛
か
る
の
で

す
が
全
滅
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

作
戦
中
の
宿
営
地
で
は
床
に
藁
を
敷
き
、
余
り
を
頭
か
ら
被

っ
て
寝
る
の
で
す
が
、
こ
れ
が
案
外
暖
か
く
、
疲
れ
切
っ
た
体

に
、
心
地
良
い
睡
眠
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
し
た
。

―
陸
海
軍
協
力
作
戦
―

江
南
作
戦
中
に
「
揚
子
江
啓
開
作
戦
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま



し
た
。
こ
れ
は
揚
子
江
の
輸
送
力
の
強
化
と
敵
の
退
路
遮
断
が

目
的
で
あ
っ
て
、
期
間
は
六
〇
日
間
で
し
た
。
我
々
は
陸
海
軍

間
の
連
絡
の
た
め
「
三
号
甲
無
線
機
」
を
携
行
し
、
海
軍
第
一

遺
艦
隊
所
属
の
砲
艦
に
乗
り
組
み
ま
し
た
。
艦
上
で
は
あ
ま
り

に
も
空
界
は
良
好
で
、
距
離
は
離
れ
て
い
て
も
、
三
号
機
で
十

分
通
信
は
確
保
で
き
ま
し
た
。
海
軍
側
は
流
木
、
破
船
の
処
理

や
、
機
電
の
爆
破
作
業
に
忙
し
い
毎
日
で
し
が
、
我
々
は
与
え

ら
れ
た
一
室
に
通
信
所
を
開
設
し
、
定
時
交
信
す
る
こ
と
で
し

た
。
食
事
は
万
事
船
の
炊
事
方
で
作
っ
て
く
れ
る
の
で
、
心
配

は
な
い
。
海
軍
の
給
与
は
特
に
良
く
作
戦
終
了
時
に
は
全
員

丸
々
と
太
っ
て
無
事
帰
隊
し
ま
し
た
。

―
参
謀
よ
り
お
叱
り
頂
戴
―

常
徳
作
戦
参
加
中
の
昭
和
十
八
年
九
月
、
伍
長
に
任
官
し
ま

し
た
。
晴
れ
て
一
人
前
の
軍
人
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
の
作

戦
に
は
小
隊
長
・
平
田
見
習
士
官
、
分
隊
長
は
私
で
参
加
し
ま

し
た
。
作
戦
の
進
行
に
つ
れ
て
戦
況
は
思
わ
し
く
な
く
、
連
日

の
強
行
軍
で
全
員
顎
を
出
す
寸
前
で
し
た
。
器
材
分
隊
は
、
分

隊
員
の
装
具
を
チ
ャ
ン
馬
（
中
国
産
の
小
さ
い
馬
）
二
頭
に
括

り
付
け
、
我
々
は
銃
を
逆
手
に
担
い
で
行
軍
中
、
司
令
部
が
先

行
す
る
の
で
、
道
を
空
け
ろ
、
と
の
伝
令
が
あ
り
、
空
け
た
所

を
参
謀
が
通
り
か
か
り
、
我
々
を
見
て
、

「
そ
こ
の
部
隊
、
軍
規
が
な
っ
と
ら
ん
、
部
隊
名
を
名
乗
れ
」

「
ハ
イ
ッ
軍
通
で
あ
り
ま
す
」

こ
の
と
き
は
、
こ
の
ま
ま
で
済
み
ま
し
た
が
、
宿
営
地
で
通

信
所
を
開
設
中
、
司
令
部
の
通
信
将
校
が
来
ら
れ
、「
参
謀
よ

り
き
つ
い
お
叱
り
を
受
け
た
。
指
導
せ
よ
、
の
命
令
を
受
け
て

き
た
」
と
言
わ
れ
、
一
瞬
昼
間
の
状
況
を
思
い
返
し
、
言
葉
も

な
い
状
況
で
し
た
。「
と
は
言
う
も
の
の
、
ま
あ
要
領
よ
く
や

っ
て
く
れ
、
貴
公
た
ち
は
通
信
確
保
が
任
務
だ
。
体
力
維
持
も

大
切
だ
か
ら
、
仕
方
の
な
い
面
も
あ
る
」
と
至
っ
て
砕
け
た
態

度
で
言
わ
れ
、
こ
ち
ら
も
恐
縮
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

も
相
変
わ
ら
ず
の
格
好
で
行
軍
は
続
き
ま
し
た
。
三
八
式
騎
兵

銃
は
、
床
尾
と
銃
身
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
、
正
規
に
担
ぐ
と
腕

に
重
量
が
か
か
り
、
疲
れ
る
の
で
す
。

こ
の
作
戦
の
後
半
の
こ
と
で
し
た
。
戦
況
は
我
が
軍
の
思
う

ご
と
く
進
展
せ
ず
、
師
団
司
令
部
も
苛
立
っ
て
い
る
気
配
が

我
々
に
も
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
い
つ
も
の
こ
と
で
す
が
、
司
令



部
は
通
信
所
が
近
く
に
あ
る
と
、
敵
の
電
波
探
知
機
で
司
令
部

の
所
在
を
察
知
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
、
と
の
理
由
で
離
れ
た
場

所
に
開
設
し
て
い
た
の
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
夜
の
外
壁
に
あ

る
広
い
民
家
を
利
用
し
た
の
で
す
が
混
信
・
雑
音
が
多
く
、
ま

た
電
報
も
輻
湊
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
か
な
り
時
間
を
要
し

て
よ
う
や
く
任
務
が
終
わ
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
ロ
ー
ソ
ク
を

消
し
か
け
た
と
き
、
突
如
四
方
か
ら
の
銃
撃
を
受
け
ま
し
た
。

発
動
機
音
で
敵
の
接
近
す
る
気
配
に
気
付
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

敵
は
我
が
方
を
目
が
け
て
撃
っ
て
く
る
。
直
ち
に
全
員
外
壁

ま
で
出
て
応
戦
す
る
が
、

我
々
の
小
銃
音
だ
け
を
甘
く
見
た
か
、

ま
す
ま
す
猛
射
し
て
く
る
。
万
一
の
事
を
考
え
て
小
隊
長
は
暗

号
書
と
水
晶
片
を
持
っ
た
。
敵
は
次
第
に
果
敢
に
接
近
し
、
手

榴
弾
を
投
げ
て
く
る
。
一
瞬
我
々
も
こ
れ
で
終
わ
り
か
…
…
と

思
い
つ
つ
、
無
我
夢
中
で
銃
を
撃
つ
。
そ
の
内
銃
撃
音
に
気
付

い
た
司
令
部
援
護
隊
が
救
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
、
共
に
銃
撃

を
加
え
て
敵
を
退
治
さ
せ
ま
し
た
。
幸
い
一
兵
、
一
馬
の
損
傷

も
な
く
、
そ
の
夜
か
ら
衛
兵
を
立
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
戦

い
終
わ
っ
た
そ
の
夜
は
、
故
郷
の
山
河
と
祖
父
母
の
面
影
が
脳

裏
か
ら
な
か
な
か
消
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

昭
和
十
九
年
四
月
こ
ろ
よ
り
湘
桂
作
戦
の
た
め
、
各
部
隊
の

移
動
、
集
結
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
こ
の
作
戦
は
従
来
の
局
地

作
戦
と
異
な
り
、
今
ま
で
の
警
備
地
区
、
武
漢
周
辺
を
第
三
四

軍
に
引
き
渡
し
、
第
十
一
軍
は
南
支
方
面
へ
の
進
攻
作
戦
で
、

軍
の
兵
力
は
、
三
六
万
と
も
、
関
連
支
援
部
隊
を
含
め
る
と
五

二
万
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
作
戦
に
参
加
す
る
第
十

一
軍
の
主
な
兵
団
は
、
第
三
師
団
（
幸
）

、
第
十
三
師
団（
鏡
）

、

第
三
十
四
師
団
（
椿
）
、
第
四
十
師
団
（
鯨
）
。
第
五
十
八
師
団
（
広
）

、

第
六
十
八
師
団
（
桧
）

、
第
百
十
六
師
団（
岩
）

、
第
二
十
七
師
団

（
光
）

、
第
三
十
七
師
団
（
冬
）

、
第
六
十
四
師
団
（
開
）

、
こ
れ
に

第
二
十
三
軍
下
の
第
二
十
師
団
（
原
）
、
第
一
〇
四
師
団（
鳳
）

、

独
混
第
二
十
二
旅
団
（
節
）

、
独
混
第
二
十
三
旅
団（
純
）
が
参

加
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
部
隊
の
通
信
網
を
掌
握
す
る
た
め
第
十
一
軍

通
信
隊
に
も
、
新
た
に
電
信
第
五
隊
、
野
電
第
八
、
第
九
、

第
十
三
中
隊
、
電
信
第
十
二
連
隊
第
一
中
隊
、
独
立
有
線
一
〇

一
中
隊
、
独
立
無
線
第
九
三
、
第
九
四
、
第
九
五
小
隊
が
傘
下

に
入
り
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
五
月
二
十
七
日
を
期
し
、
第
一
目
的
地
衡
陽
を



目
指
し
て
大
部
隊
は
進
攻
を
開
始
し
ま
し
た
。
中
国
の
民
衆
は

山
奥
に
避
難
す
る
の
だ
が
、
抜
き
打
ち
進
攻
の
た
め
街
に
は
商

品
が
取
り
残
さ
れ
、

農
家
は
農
山
物
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

日
本
軍
は
こ
れ
ら
の
物
資
を
調
達
し
て
進
軍
し
ま
し
た
。
私
の

所
属
す
る
無
線
第
五
中
隊
は
有
線
中
隊
と
軍
戦
闘
司
令
所
内
に

合
同
通
信
所
を
設
け
、
無
線
一
個
小
隊
を
そ
れ
ぞ
れ
の
師
団
に

配
属
を
命
じ
、
無
線
通
信
連
絡
の
任
に
着
か
せ
ま
し
た
。

私
は
高
木
小
隊
の
第
二
分
隊
長
と
し
て
、
こ
の
作
戦
に
参
加

し
ま
し
た
。
監
利
に
待
機
す
る
師
団
司
令
部
に
合
流
し
、
衡
陽

へ
の
中
間
都
市
「
長
沙
」
へ
進
軍
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の

こ
ろ
、
雨
期
だ
っ
た
た
め
雨
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
毎
日
毎
日
、

降
る
雨
に
ぬ
れ
、
外
套
（
か
っ
ぱ
）
も
役
に
立
た
ず
の
行
軍
で

し
た
が
、
五
～
六
日
で
衡
陽
郊
外
の
所
定
の
位
置
に
到
着
し
ま

し
た
。
こ
の
衡
陽
の
戦
闘
は
さ
な
が
ら
、
生
き
地
獄
の
様
相
を

呈
し
ま
し
た
。
戦
闘
の
激
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
飢
餓
と

の
闘
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。

敵
、
味
方
合
わ
せ
て
二
〇
万
の
将
兵
が
、
後
方
か
ら
物
資
の

補
給
が
な
い
所
で
、
何
一
つ
生
産
し
な
い
戦
い
で
、
し
か
も
食

っ
て
い
た
の
だ
か
ら
無
理
は
な
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
我
々
が

そ
こ
へ
行
っ
た
こ
ろ
に
は
、
通
常
人
の
口
に
入
る
物
は
無
く
、

携
行
し
た
米
も
た
ち
ま
ち
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
状
況
で
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
稲
田
に
は
水
が
張
っ
て
あ
り
、
そ
こ
に

い
る
蛙
、
お
た
ま
じ
や
く
し
、
糸
み
み
ず
、
蛇
な
ど
を
捕
り
、

草
花
な
ど
と
一
緒
に
炊
い
て
食
べ
る
始
末
で
し
た
が
、
そ
れ
も

す
ぐ
材
料
不
足
と
な
り
ま
し
た
。

七
月
中
旬
に
な
る
と
、
米
が
ま
だ
余
り
実
ら
な
い
稲
穂
を
手

で
し
ご
き
、
一
升
瓶
に
入
れ
、
棒
で
突
い
て
米
に
し
て
食
べ
ま

し
た
が
、
敵
の
制
空
権
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
作
業
は
夜
間
に

限
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
背
に
腹
は
変
え
ら
れ
ぬ
と
、
農

家
か
ら
鎌
を
持
ち
出
し
、
本
格
的
な
稲
刈
り
と
な
り
、
よ
う
や

く
飢
餓
状
態
か
ら
脱
出
し
ま
し
た
。

敵
兵
も
長
期
間
の
籠
城
で
、
食
糧
は
欠
乏
状
態
と
み
え
、
夜

間
に
な
る
と
敵
、
味
方
入
り
乱
れ
て
の
稲
刈
り
が
始
ま
っ
た
の

で
す
が
、
不
思
議
と
そ
の
間
は
、
銃
声
が
止
ん
で
い
ま
し
た
。

地
元
の
農
民
が
丹
精
こ
め
て
育
て
た
作
物
を
、
食
べ
た
の
は

敵
味
方
の
兵
士
で
、
申
し
訳
な
い
次
第
で
し
た
。

衡
陽
攻
撃
は
七
月
十
一
日
の
第
二
次
攻
撃
で
、
失
敗
後
は
戦

線
は
膠
着
状
態
と
は
い
え
、
八
月
四
日
、
第
三
次
攻
撃
が
始



ま
り
ま
し
た
。
第
五
十
八
師
団
の
精
鋭
は
三
日
間
に
わ
た
っ
て

猛
攻
を
加
え
、
六
日
に
は
軍
砲
兵
の
十
セ
ン
チ
加
農
砲
、
十
五

セ
ン
チ
榴
弾
砲
の
援
護
射
撃
の
も
と
、
市
内
に
突
入
し
、
更
に

二
日
問
の
市
街
戦
を
展
開
、
八
月
七
日
、
つ
い
に
衡
陽
城
は
陥

落
し
ま
し
た
。
第
一
線
部
隊
が
死
闘
を
繰
り
返
す
状
況
下
で
、

軍
戦
闘
司
令
所
と
の
電
報
送
受
信
、
連
日
不
眠
不
休
の
作
業
が

続
き
ま
し
た
。

師
団
司
令
部
に
続
い
て
城
内
に
入
り
ま
し
た
。
城
内
は
我
が

軍
の
重
砲
砲
撃
で
街
並
み
は
崩
壊
し
廃
虚
と
化
し
、
敵
兵
の
死

体
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
死
臭
を
放
つ
な
ど
、
誠
に
惨
憺
た
る

状
況
で
し
た
。
通
信
参
謀
の
話
で
は
、
敵
の
戦
死
者
一
万
八
千

名
だ
、
と
小
隊
長
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
敵
の
制
空
権
下
と
、
戦

線
が
広
範
囲
に
わ
た
る
の
で
、
兵
站
線
の
確
保
が
難
か
し
く
、

兵
器
、
弾
薬
の
輸
送
が
精
一
杯
で
、
糧
秣
、
衛
生
材
料
の
補
給

が
姿
を
消
す
中
、
第
二
期
作
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。

第
一
線
兵
団
は
第
四
十
、
第
五
十
八
、
第
六
十
八
師
団
を
中

央
に
、
第
百
十
六
、
第
三
十
七
師
団
は
右
翼
に
布
陣
し
、
八
月

二
十
九
日
に
攻
撃
が
開
始
さ
れ
た
の
で
す
が
、
敵
は
全
面
的
に

退
却
を
し
、
南
方
に
退
い
た
の
で
、
追
撃
に
移
り
ま
し
た
。
こ

の
と
き
は
三
日
三
晩
、
不
眠
不
休
の
追
撃
で
、
一
日
三
回
一
時

間
ず
つ
の
大
休
止
、
そ
の
間
に
食
事
を
作
っ
て
食
べ
、
通
信
を

す
る
。
時
間
が
く
る
と
直
ち
に
出
発
す
る
。
緊
急
電
報
が
あ
る

と
き
は
、
通
信
隊
だ
け
残
り
通
信
を
続
行
し
、
後
か
ら
追
尾
と
、

こ
の
繰
り
返
し
の
毎
日
が
続
き
ま
し
た
。
夜
行
軍
も
歩
き
な
が

ら
眠
る
こ
と
が
度
々
あ
り
、
と
き
に
は
逃
げ
遅
れ
た
敵
兵
が
紛

れ
込
む
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

強
行
軍
三
日
目
の
午
後
、
敵
戦
闘
機
三
機
の
波
状
攻
撃
を
受

け
ま
し
た
。
我
が
軍
が
飛
行
機
目
掛
け
て
、
砲
、
重
軽
機
、
小

銃
で
応
戦
す
る
が
墜
ち
な
い
。
次
は
双
胴
の
Ｐ38

型
爆
撃
機
が

来
襲
し
、
何
百
発
か
の
落
下
傘
爆
弾
を
落
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

が
一
度
に
落
下
傘
を
開
き
、
ゆ
っ
く
り
落
ち
て
く
る
。
初
め
て

の
体
験
な
の
で
、
落
下
傘
部
隊
か
と
疑
っ
た
の
で
す
が
、
地
上

に
着
く
と
、
た
ち
ま
ち
爆
発
し
始
め
ま
し
た
。
行
軍
列
と
離
れ

た
位
置
で
の
爆
発
で
、
被
害
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
凄
い
量

の
爆
弾
で
し
た
。
こ
の
爆
撃
を
教
訓
と
し
て
、
爾
後
器
材
分
隊

は
、
本
隊
と
は
離
れ
た
位
置
を
進
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

衡
陽
か
ら
全
県
に
か
け
て
の
地
域
で
は
、
中
国
人
に
流
行
し

て
い
た
赤
痢
、
コ
レ
ラ
が
、
日
本
兵
に
も
伝
染
し
、
多
数
が
こ



れ
に
罹
り
悲
惨
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
食
糧
難
で
カ
ロ
リ
ー

の
補
給
が
つ
か
ず
、
栄
養
失
調
の
兵
士
の
多
数
が
、
下
痢
を
し

な
が
ら
歩
い
て
い
た
の
で
す
が
、
特
に
怖
い
の
が
「
コ
レ
ラ
」

で
、
こ
れ
に
患
る
と
一
日
で
脱
水
状
態
と
な
り
、
目
が
落
ち
く

ぼ
み
死
ん
で
し
ま
う
。
赤
痢
は
、
暫
く
下
痢
が
続
く
と
、
頬
は

そ
げ
目
が
く
ぼ
み
、
手
足
が
細
く
な
っ
て
、
こ
の
世
の
人
と
思

え
ぬ
、
幽
鬼
の
よ
う
な
風
体
に
な
り
、
そ
し
て
歩
行
困
難
と
な

り
、
坐
り
込
ん
だ
が
最
後
と
な
る
の
で
す
。

医
薬
品
の
無
い
我
々
に
は
手
の
つ
け
よ
う
が
な
く
、
た
だ
言

葉
で
励
ま
す
だ
け
に
終
わ
り
ま
す
。
予
防
法
と
し
て
、
農
家
に

あ
る
石
灰
を
頭
か
ら
か
け
る
く
ら
い
の
も
の
で
、
お
て
あ
げ
状

態
で
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
こ
の
地
帯
に
は
梨
が
熟
れ
か
け
て
お

り
、
そ
ん
な
生
物
は
食
わ
な
い
、
生
水
は
飲
ま
な
い
、
こ
と
に

注
意
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
苦
し
い
進
攻
で
し
た
が
、
我
々
の
配
属
し
て
い

た
第
五
十
八
師
団
は
、
桂
林
の
北
方
十
キ
ロ
手
前
で
停
止
し
、

次
の
攻
撃
の
準
備
、
弾
薬
の
補
給
等
に
入
り
ま
し
た
。
次
の
攻

撃
目
標
は
「
桂
林
」
で
、
こ
れ
に
は
、
第
三
十
七
、
第
四
十
、

第
五
十
八
師
団
、
戦
車
第
三
連
隊
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
命
令
、
連
絡
の
電
報
が
多
か
っ
た
も
の
で

す
。
幸
い
待
機
場
所
が
良
か
っ
た
の
か
、
桂
林
市
の
郊
外
の
た

め
か
、
食
糧
が
豊
富
で
、
久
し
ぶ
り
に
肉
や
卵
に
あ
り
つ
き
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
隊
員
の
血
色
も
良
く
な
り
、
元
気
が
出
た

よ
う
で
し
た
。
こ
の
待
機
中
に
軍
曹
に
進
級
し
ま
し
た
が
、
階

級
章
が
な
い
の
で
、
そ
の
ま
ま
で
い
た
ら
、
隊
長
が
ど
こ
か
ら

か
算
段
し
て
く
れ
ま
し
た
。

十
一
月
八
日
、
攻
撃
が
始
ま
る
。
桂
林
市
を
西
南
か
ら
、
第

三
十
七
師
団
、
東
か
ら
第
四
十
師
団
、
北
か
ら
第
五
十
八
師
団

が
肉
迫
す
る
。
衡
陽
で
の
敵
の
死
守
防
衛
に
こ
り
た
の
か
、
わ

ざ
と
包
囲
網
の
一
方
に
穴
を
空
け
た
格
好
に
な
っ
た
の
で
す
。

桂
林
攻
撃
前
後
、
米
軍
機
の
襲
来
が
減
っ
て
き
ま
し
た
。
我

々
は
「
多
分
飛
行
基
地
が
変
わ
っ
た
の
か
、
何
も
こ
こ
だ
け
が

戦
場
で
は
な
い
、

敵
に
も
い
ろ
い
ろ
と
都
合
が
あ
る
の
だ
ろ
う
」

と
話
合
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
変
わ
っ
た
日
本
軍
の

飛
行
機
が
、
桂
林
市
を
爆
撃
し
始
め
ま
し
た
。
エ
ン
ジ
ン
の
音
、

掃
射
音
が
米
軍
機
と
変
わ
ら
な
い
の
で
、
司
令
部
の
通
信
係
将

校
に
聞
い
た
ら
「
新
式
の
飛
行
機
で
、
四
式
戦
闘
機
（
疾
風
）

で
敵
味
方
の
区
別
が
つ
か
な
い
の
で
、
車
両
を
出
し
て
飛
ぶ
こ



と
に
な
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
、
我
々
に
は
嬉
し
く
も
、
頼

も
し
い
限
り
で
し
た
。
が
こ
の
飛
行
機
も
桂
林
陥
落
後
は
再
会

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

第
五
十
八
師
団
は
北
門
か
ら
、
戦
車
部
隊
の
協
力
の
も
と
、

九
日
に
突
入
し
、
十
日
に
は
掃
射
を
完
了
す
る
。
我
々
通
信
隊

も
司
令
部
に
追
従
し
、
市
内
に
入
る
。
市
内
に
は
至
る
所
に
洞

窟
が
あ
り
、
こ
れ
が
す
べ
て
陣
地
化
し
て
お
り
、
抵
抗
の
跡
も

生
々
し
か
っ
た
。
師
団
の
装
甲
車
と
戦
車
隊
は
、
火
焔
放
射
器

を
使
っ
て
掃
討
し
た
と
か
、
ま
た
歩
兵
部
隊
が
煙
で
い
ぶ
し
だ

し
た
と
か
の
説
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
多
分
両
方
と
も
本
当
で

し
ょ
う
。

桂
林
が
攻
略
さ
れ
た
日
、
南
方
に
あ
る
柳
州
も
第
三
、
第
十

三
師
団
の
猛
攻
で
奪
取
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
第
五
十
八
師
団

は
こ
の
地
区
の
、
警
備
部
隊
と
な
っ
た
の
で
、
昭
和
十
九
年
も

押
し
迫
っ
た
十
二
月
、
軍
無
線
高
木
小
隊
は
配
属
を
解
か
れ
、

一
個
分
隊
残
し
、
柳
州
に
進
出
し
て
い
た
中
隊
に
引
き
揚
げ
ま

し
た
。
分
隊
に
残
っ
た
私
以
下
数
名
は
洞
窟
の
中
に
、
通
信
所

と
居
住
区
を
設
け
、
通
信
の
任
務
に
就
き
ま
し
た
。
不
足
し
た

受
信
用
乾
電
池
は
、
中
国
軍
の
放
棄
し
た
蓄
電
池
を
代
用
し
、

電
波
に
指
向
性
を
も
た
せ
る
た
め
、
逆
Ｌ
ア
ン
テ
ナ
を
Ｗ
Ｈ
型
に

し
、
物
資
不
足
の
中
を
ど
う
に
か
切
り
抜
け
た
も
の
で
す
。

放
棄
さ
れ
た
中
国
軍
の
軍
服
（
新
品
）
を
非
番
の
者
は
着
用

し
て
、
一
着
し
か
な
い
自
分
の
軍
服
を
大
切
に
し
ま
し
た
。
ま

た
市
内
の
民
家
に
あ
っ
た
米
国
製
の
ラ
ジ
オ
を
持
ち
帰
り
、
修

理
し
て
日
本
の
短
波
放
送
を
聞
き
、
隊
員
は
日
本
を
懐
か
し
ん

だ
。
虱
退
治
に
使
っ
た
ド
ラ
ム
缶
は
風
呂
と
し
て
使
い
、
皆
の

疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
任
務
を
遂
行
し
な

が
ら
、
隊
員
に
は
平
穏
な
日
が
続
い
た
の
で
す
が
、
私
は
心
穏

や
か
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
司
令
部
の
通
信
係
将
校
か
ら
、

師
団
の
警
備
地
区
の
治
安
が
悪
く
、
米
式
装
備
を
し
た
正
規
軍

が
動
く
気
配
が
あ
る
。
と
の
情
報
を
聞
い
て
い
た
の
で
す
。

三
月
に
入
る
と
、
軍
と
師
団
を
結
ぶ
有
線
回
線
が
敵
に
よ
り

切
断
さ
れ
る
回
数
が
増
え
、
こ
れ
を
補
修
す
る
た
め
、
出
向
い

た
有
線
中
隊
員
に
犠
牲
者
が
増
え
だ
し
ま
し
た
。
不
通
の
場
合

は
無
線
回
線
で
、
通
信
を
確
保
す
る
の
で
す
が
、
事
故
が
重
な

る
と
不
吉
な
予
感
が
し
ま
す
。
四
月
に
入
る
と
、
柳
州
―
桂
林

間
の
軍
用
公
路
に
敵
の
出
没
が
激
し
く
な
る
。
昭
和
二
十
年
四

月
、
衡
陽
に
駐
屯
す
る
第
二
〇
軍
が
進
攻
作
戦
（
■
江
作
戦
）



を
行
い
、
大
敗
を
喫
し
ま
し
た
。

湘
桂
反
転
作
戦
、
伸
び
き
っ
た
兵
站
線
は
、
自
動
車
、
舟
艇
、

列
車
い
ず
れ
も
米
空
軍
の
餌
食
と
な
り
、
補
給
は
完
全
に
途
絶

え
ま
し
た
。
昭
和
二
十
年
に
は
、
日
本
軍
の
占
領
地
域
に
、
米

が
実
る
あ
て
も
な
く
、
軍
は
撤
退
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
前
線
部
隊
か
ら
と
、
第
三
、
第
十
三
師
団
が
戦
い
な
が
ら

撤
退
し
、
殿
軍
と
し
て
第
五
十
八
師
団
が
撤
退
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

火
器
、
兵
力
共
に
優
勢
な
中
国
軍
は
、
勢
い
に
乗
じ
て
押
し

寄
せ
、
包
囲
し
て
く
る
。
数
力
月
前
の
中
国
軍
と
は
格
段
の
違

い
を
見
せ
る
。
連
合
軍
の
武
器
の
補
給
で
、
日
本
軍
よ
り
射
程

の
長
い
重
火
器
を
持
ち
、
接
近
戦
で
は
自
動
小
銃
を
使
う
、
近

代
装
備
の
部
隊
に
変
身
し
て
い
ま
す
。
我
が
軍
の
航
空
兵
力
は

皆
無
に
等
し
く
、
手
も
足
も
出
な
い
状
況
下
の
撤
退
だ
か
ら
第

一
線
部
隊
に
は
続
々
と
、
犠
牲
者
が
出
る
状
況
で
し
た
。

我
々
通
信
隊
も
、
通
信
し
な
が
ら
、
師
団
司
令
部
に
追
従
す

る
の
で
す
が
、
司
令
部
は
包
囲
さ
れ
る
の
を
避
け
る
た
め
、
移

動
が
激
し
い
。
そ
の
た
め
遅
れ
勝
ち
と
な
り
、
時
に
は
第
一
線

部
隊
と
並
列
し
て
の
退
却
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

全
県
に
到
着
し
た
と
き
、
第
五
十
八
師
団
は
、
北
上
す
る
こ

と
と
な
り
、
我
々
無
線
隊
は
配
属
を
解
か
れ
、
原
隊
に
復
帰
す

る
た
め
、
徒
歩
行
軍
で
無
線
第
五
中
隊
を
追
い
ま
し
た
。
途
中

食
糧
難
と
悪
路
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
衡
陽
か
ら
軽
列

車
が
利
用
で
き
、

八
月
十
三
日
長
沙
で
原
隊
に
復
帰
し
ま
し
た
。

八
月
十
五
日
夕
方
、
通
信
所
内
は
異
様
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
無
線
傍
受
で
日
本
の
敗
戦
を
知
る
の
で
す
が
、
軍
の

発
表
で
も
通
達
で
も
な
い
の
で
、
半
信
半
疑
で
し
た
。
翌
日
、

敵
機
が
低
空
で
通
過
し
ま
し
た
が
、
爆
撃
も
銃
撃
も
す
る
こ
と

な
く
、
飛
び
去
り
、
嫌
な
予
感
が
し
ま
し
た
。

―
終
戦
と
抑
留
―

軽
列
車
で
八
月
二
十
日
、
岳
州
に
着
い
た
と
き
、
終
戦
に
関

す
る
詔
書
と
、
総
司
令
官
の
訓
示
を
聞
き
ま
し
た
。
予
期
し
て

い
た
と
は
い
え
、
茫
然
自
失
の
態
で
し
た
。
八
月
二
十
八
日
武

昌
に
到
着
、
こ
の
地
で
武
装
解
除
を
受
け
、
船
舶
で
九
江
に
集

結
。
無
線
第
五
中
隊
は
対
岸
の
小
池
口
に
抑
留
さ
れ
、
復
員
を

待
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
小
池
口
は
揚
子
江
沿
岸
地
帯
に
あ

り
、
肥
沃
な
土
地
に
恵
ま
れ
、
住
民
は
素
朴
な
人
た
ち
で
し
た
。



我
々
は
壁
の
無
い
、
藁
屋
根
だ
け
の
三
角
形
の
住
ま
い
を
造

り
ま
し
た
。
我
々
は
こ
の
住
ま
い
を
三
角
兵
舎
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。

九
月
以
降
、
翌
年
の
五
月
ま
で
の
抑
留
生
活
が
始
ま
り
ま
し

た
。
十
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
私
た
ち
数
名
は
、
通
信
機
の
技

術
者
と
し
て
、
南
昌
に
出
向
き
、
武
装
解
除
で
中
国
軍
が
接
収

し
た
通
信
機
材
の
修
理
、
補
修
に
従
事
し
ま
し
た
。
扱
い
馴
れ

た
二
号
、
三
号
甲
を
始
め
三
号
丙
、
五
号
、
六
号
無
線
機
、
九

五
式
電
話
機
、
九
二
式
電
話
機
、
搬
送
電
話
機
等
で
、
中
に
は

今
ま
で
見
た
こ
と
も
無
い
機
材
も
あ
り
、
そ
の
上
膨
大
な
数
で

し
た
。
わ
ず
か
な
人
数
で
ど
こ
ま
で
や
れ
る
か
わ
か
ら
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
と
に
か
く
毎
日
点
検
、
整
備
に
従
事
し
ま
し
た
。

機
材
の
取
扱
い
方
法
に
つ
い
て
は
、
別
に
教
育
し
て
い
る
ら
し

い
。
給
与
は
中
国
軍
よ
り
現
物
、
紙
幣
の
支
給
が
あ
り
、
困
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

各
機
種
ご
と
に
整
理
し
、
感
度
、
作
動
を
確
認
し
、
多
少
機

能
が
低
下
し
て
い
て
も
、
作
動
す
れ
ば
完
了
で
す
。
春
に
な
る

と
九
江
地
区
の
内
地
送
還
の
噂
も
あ
り
、
そ
れ
を
気
に
し
な
が

ら
仕
事
を
急
い
だ
も
の
で
す
。
一
応
全
機
種
の
整
備
が
終
わ
り
、

小
池
口
の
中
隊
に
帰
り
ま
し
た
。

小
池
口
の
三
角
兵
舎
に
も
、

懐
か
し
い
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

時
々
近
郊
の
農
家
に
出
掛
け
作
業
の
手
伝
い
を
し
、
そ
の
後
、

食
事
の
御
馳
走
に
な
る
の
が
楽
し
み
で
、
ま
た
帰
り
に
野
菜
を

も
ら
っ
て
帰
り
、
皆
で
副
食
の
補
充
に
し
た
り
で
、
大
変
助
か

っ
た
も
の
で
す
。
近
く
の
農
民
か
ら
「
君
に
は
親
は
い
る
か
、

兄
弟
は
い
る
か
」
と
尋
ね
ら
れ
、「
両
親
、
兄
弟
も
い
る
」
と

答
え
る
と
「
早
く
日
本
に
帰
っ
て
親
孝
行
し
な
さ
い
」
と
言
わ

れ
た
り
し
ま
し
た
。

戦
い
に
敗
れ
た
日
本
の
兵
隊
と
し
て
、
そ
ん
な
に
卑
屈
を
感

じ
る
こ
と
も
な
く
、
地
元
中
国
人
の
温
か
い
態
度
が
、
復
員
ま

で
の
期
間
を
大
過
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
小
池
口
の
我
々

は
恵
ま
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

―
復

員
―

昭
和
二
十
一
年
五
月
十
九
日
、
馴
染
み
に
な
っ
た
部
落
の
人

た
ち
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、
渡
舟
で
九
江
へ
。
二
十
一
日
九
江

出
発
、
南
京
ま
で
下
り
、
南
京
か
ら
は
無
蓋
列
車
に
乗
せ
ら
れ
、

二
十
五
日
上
海
に
到
着
し
ま
し
た
。
中
国
政
府
が
手
配
し
た
倉



庫
で
、
復
員
船
の
乗
船
順
番
を
待
つ
。
そ
の
間
嫌
な
思
い
も
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
我
々
は
捕
虜
の
身
で
あ
る
こ
と
を

自
覚
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

六
月
十
一
日
、
朝
か
ら
乗
船
開
始
。
乗
船
前
、
連
隊
長
斎
藤

勇
大
佐
よ
り
訓
辞
が
あ
る
。「
私
は
後
に
残
る
が
、
諸
氏
た
ち

の
こ
と
は
全
部
責
任
を
持
つ
か
ら
、
何
も
心
配
す
る
こ
と
は
な

い
。
父
母
、
妻
子
の
元
に
帰
っ
て
、
祖
国
日
本
の
復
興
の
た
め

頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
言
葉
に
一
同
ジ
ー
ン
と
な
り
ま

し
た
。
復
員
船
は
旧
駆
逐
艦
「
竹
」
で
、
内
部
を
改
造
し
二
段

に
棚
を
作
っ
た
も
の
で
し
た
。
乗
組
員
は
旧
海
軍
軍
人
で
、
我
々

が
乗
船
す
る
と
「
長
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
」
と
、
我
々
は
「
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
の
返
礼
を
し
ま
し
た
。

六
月
十
二
日
午
後
、
佐
世
保
港
沖
に
停
泊
す
る
。
陸
上
に
伝

染
病
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
上
陸
延
期
と
な
っ
た
の
で
す
。

祖
国
内
地
を
目
前
に
し
な
が
ら
、
足
止
め
と
は
情
け
な
い
、
と

涙
す
る
者
も
い
ま
し
た
。
皆
思
い
は
同
じ
で
、
せ
め
て
日
本
の

山
が
見
ら
れ
る
の
だ
、
新
緑
の
山
に
囲
ま
れ
た
街
を
見
な
が
ら
、

自
分
を
慰
め
ま
し
た
。

六
月
二
十
一
日
佐
世
保
上
陸
、
検
疫
後
、
相
の
浦
旧
海
兵
団

で
復
員
手
続
を
済
ま
せ
、
各
県
別
の
復
員
名
簿
を
受
け
取
り
、

各
々
別
れ
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
な
が
ら
の
旅
も
、
こ
み
上
げ

て
く
る
嬉
し
さ
の
た
め
、
未
知
の
人
で
も
自
然
と
懐
か
し
さ
が

わ
く
。
途
中
街
の
被
害
状
況
を
眺
め
、
本
土
も
大
変
だ
っ
た
と

思
う
と
き
、
進
攻
中
の
長
沙
、
衡
陽
、
桂
林
の
崩
壊
都
市
を
想

い
浮
か
べ
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

二
十
二
日
明
け
方
四
時
、

同
行
の
戦
友
た
ち
と
広
島
駅
下
車
、

駅
前
に
立
つ
。
中
国
で
噂
は
聞
い
て
い
た
が
、
原
爆
投
下
の
凄

さ
に
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
、
し
ば
ら
く
一
同
声
も
な
く
佇
み
ま

し
た
。
広
島
駅
構
内
に
復
員
局
の
出
先
機
関
が
あ
り
、
復
員
手

続
を
済
ま
せ
、
お
互
い
の
健
康
と
再
会
を
誓
い
、
別
れ
を
惜
し

み
つ
つ
故
郷
へ
。

古
里
が
近
付
く
に
連
れ
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
馴
染
ん
だ
、
山

や
川
を
見
て
「
国
破
れ
て
山
河
あ
り
」
の
意
を
強
く
し
ま
し
た
。

農
村
は
そ
の
こ
ろ
田
植
え
の
季
節
で
、
予
告
な
し
の
帰
宅
に
、

祖
父
母
は
一
瞬
茫
然
と
し
て
い
ま
し
た
。「
た
だ
今
帰
り
ま
し

た
」
と
告
げ
る
と
、「
よ
う
帰
っ
た
の
う
」
の
一
言
で
、
双
方

顔
が
崩
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
五
年
十
二
月
か
ら
始
ま
っ
た
軍
隊
生
活
も
二
十
一
年



六
月
で
終
わ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
祖
父
も
昭
和
三
十
二
年
に
、

祖
母
は
昭
和
四
十
八
年
に
そ
れ
ぞ
れ
他
界
し
、
今
思
え
ば
随
分

苦
労
を
か
け
、
心
配
さ
せ
た
と
反
省
し
て
い
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。

砲
兵
従
軍
記
　 

兵
庫
県
　
川
上
亀
市
　 

私
は
昭
和
十
四
年
八
月
三
日
、
補
充
兵
と
し
て
香
川
県
善
通

寺
市
、
山
砲
第
四
十
連
隊
留
守
部
隊
へ
入
隊
し
ま
し
た
。
私
の

応
召
当
時
の
家
庭
の
様
子
は
、

祖
父
　
健
在
　
　
　
農
事
に
従
事

祖
母
　
死
去

父
　
　
死
去

母
　
　
死
去

兄
　
　
健
在
　
　
　
農
業
・
林
業
に
従
事

本
人
　
　
　
　
　
　
新
居
浜
市
で
会
社
員
（
印
刷
業
）

兄
嫁
　
健
在

弟
　
　
死
去

そ
の
他
姉
妹
は
な
し

と
い
う
こ
と
で
、
頼
り
に
な
る
兄
に
後
事
を
託
し
て
応
召
で
き

ま
し
た
。

私
の
軍
歴
の
概
要
を
述
べ
ま
す
。

昭
和
十
四
年
　
八
月
　
三
日
　
善
通
寺
山
砲
連
隊
入
隊

十
月
　
七
日
　
香
川
県
坂
出
港
出
発

十
月
十
七
日
　
中
支
武
昌
上
陸
、
湖
北
省
東

南
地
区
の
警
備
討
伐
（
部
隊
名
宮
本
部

隊
）

（
山
砲
一
個
連
隊
、
歩
兵
一
個
中
隊
）

十
二
月
　
一
日
　
九
宮
山
作
戦
参
加

昭
和
十
五
年
　
一
月
　
一
日
　
第
二
次
陸
水
作
戦
参
加

四
月
　
一
日
　
第
三
次
九
宮
山
作
戦
参
加

四
月
二
十
九
日
　
宜
昌
作
戦
参
加

十
二
月
十
一
日
　
予
南
作
戦
参
加

昭
和
十
六
年
　
二
月
二
十
六
日
　
藕
塘
作
戦
参
加

三
月
二
十
七
日
　
西
部
第
三
十
六
部
隊
へ

転
属
の
た
め
武
昌
出
発




